陶芸における形態と解析 : イラン・日本　文字と文化環境考察 by サブーリ ティムール
 氏       名 サブーリ ティムール 
学 位 の 種 類 博 士 （美 術） 
学 位 記 番 号 博  美  第  296 号 
学位授与年月日 平 成 22年 ３ 月 25日 
学位論文等題目 〈作品〉NO THING 
 〈論文〉陶芸における形態と解析－イラン・日本 文字と文化環境考察－ 
論文等審査委員 
（主査） 東京芸術大学 教 授 （美術学部） 島 田 文 雄 
（論文第１副査）    〃 准教授 （  〃  ） 片 山 ま び 
（作品第１副査）    〃 教 授 （  〃  ） 豊 福   誠 
（副査）    〃  〃 （  〃  ） 三田村 有 純 
 
 
（論文内容の要旨） 
 
 人間だけではなく、様々な動物たちが土で物を作ります。蜂とツバメは自分たちの巣を土で作ります。
それらの巣は実用的であり、全てが偶然の形ではなく、計画された規格で作られています。また、人間
も自分の必要性の為に土から物を作ってきました。人間は動物とは違い、物質的だけではなく、精神的
および知的好奇心でも物を作る事ができます。人間は機能の要素だけではなく、その中で美しさも求め、
機能的な作品を出来るだけ美しく作って使うときには見ても触っても楽しめる。 
 この論文では私の作品の事が中心になっています。イランの古代の陶器の形態から影響されています。
そのことについて少し説明したいと思います。 
 
イランの陶器の形態 
 イランの陶芸の歴史では、ロクロ成形と、手捻り、型作りがあります。形態や機能によって様々な形
があります。その形態と模様には意味があります。動物と鳥の形が一番多いです。動物の中では鹿と牛
が一番多いです。昔のイラン人は太陽と月を崇拝していました。鹿は太陽の支配下に属していました。
また一方では、鹿は水と植物と近い関係にあると考えられていました。更に鹿の角は力の象徴でした。
鷹は神様を守る意味と王の力を表しています。 
 
陶器の形態 
・必要性と形態 
 人が物を作る第一の要素は、必要性です。これは一番大切で、一番必要な事です。人によってその目
的は様々です。ある人は富、またある人は名声のため、自分の感覚を表現するため、また作るときの楽
しみのために作ります。であるから、物を作る過程の中で人によって楽しみに感じる部分は異なります。
ある人は作った物が売れる時、あるひとは誉められる時、作っている時が楽しい。アーティストが、必
要性と感じることは２つあり、（例えばティーポットを作るような）、または哲学的表現のようなことを
表現することです。 
 作品をつくるはじめから色々な要素、例えば、機能、原料、技法等が形に影響する。 
 
・原料と形態 
 物を形作る一番おおもととなっている物は原料です。陶芸の場合、それは土と空間です。次が釉薬で
また次に絵具です。アーティストは何を表現したいかによって、原料をえらんで形を創造します。例え
ば、質感によって作品合う陶土を選びます。また、形の中でどれくらい土（ポジティブ）と空間（ネガ
ティブ）を使うかを決めます。 
 
・技法と形態 
 作品を形作る方法は技法です。例えば、ひも造り、板造り、鋳込み、釉掛け、焼成等です。形態によ
って技法の中からその形に一番合う技法を選択します。左右対称な形をつくる場合にはロクロを使用し
ます。同じ形態を複数作る場合には鋳込み、前述の技法で作れないような複雑な形態を作る場合には手
捻りで制作します。作品を見る側の人が完成した作品を見て、使われている技法がわかると作品に親近
感がわきます。 
 
・道具と形態 
 イメージを実際に形にする為に使われるのが道具です。それは人の手、ロクロ、石膏型、パソコンの
ハードウェア等です。形によってその形に合った道具を選びます。１つの道具では不可能な場合には複
数の道具をつかって、イメージに近づけます。例えば、ロクロでは辺や角を作る事が出来ませんが、へ
らなどで形を変化させる事が出来ます。また、使った道具によっても変わります。 
 
自分の作品について 
 わたしの作品において角や曲線などの表現は、私が10年以上かけてイランの書道芸術を勉強した経験
から、私にインスピレーションを与えました。渦巻形の曲線で飾ると同時に、様々な窪みや穴ができる
ことにより、作品全体におけるポジティブとネガティブの空間比率を釣り合わせ、作品の内面と作品を
取り巻く空間とのバランスの調和を取り入れました。様々な質感を通じて、繊細なタッチや色調が作ら
れます。作品の様々なところで湾曲と窪みのバランスを試みました。最初の制作段階では、作品の土台
と全体の形態を作ります。鳥形の作品は、頭、体、尾、台座という４つの部分で構成されています。次
の段階としてレリーフや湾曲を用いて形を作ります。土台作品の全体と調和しています。作品の考えは
形態だけではなく、主題や機能性も強調したいと思っています。ですから、花器であれば、花をどのよ
うにうまく生けるか、どのように飾り付けるかなど、様々な機能を考えて制作しました。作品中の全体
の曲線の間にリズムが存在します。 
 
その他の実用的な作品 
 これらの作品は自然からインスピレーションを受けていません。制作のすべての工程は手びねりで行
いました。最終的な形態は、シンプルなパーツのみを組み合せて作っています。そして表面をいくつか
の部分に分割し、白化粧を加えた。縦長で実用的な白化粧による作品と異なり、これらの形態には横向
きのものもあります。一見すると、その作品はオブジェのように見えるが、これらの作品の主な目的の
一つはオブジェに見えても実際に実用的である形態を作ることです。作品のサイズはそれほど大きくな
く、機能を持つという点で、彫刻と異なります。 
 
主観的な視点 
 作品の客観的、外面的な点とは離れて、最も重要なことは概念と目的です。作品の概念（静寂、瞑想、
および進化）を強調しました。これは生活の中での必要性に関らず、精神的および知的好奇心に関わっ
ています。低く横向きで平坦な作品は静寂と瞑想を示唆し、細く尖った形状の垂直な作品は知的発達を
示唆しています。 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 西アジアの芸術は、東大寺の正倉院に代表されるように、我国の芸術の淵源ともなってきた。この地
ではイスラーム教をその思想背景とし、神と人間の深淵なる精紳と哲学を掘り下げる芸術が生み出され
てきたが、サブーリ氏はこの西アジア文化圏、イランからの留学生であり、当校で陶芸を学んだ。 
 提出論文は、陶芸のもっとも基本である「形態」の定義、イランの芸術と修了作品を含めた自作との
関係、今後の指針となる思考・技法等の分析から構成されている。 
 まず前半では、幼い頃から学んできたイランの伝統的な書、デザイン、陶芸などと自作との影響関係
が論じられている。作品の特徴ともなっている理知的かつ深遠な「線」の表現がイランの書や古代の土
器と密接な関わりがあることを論じた部分は、本論文の核心のひとつともなっている。 
 後半では、修了作品と日々の作業で考えた様々なアイディアが論じられている。特に、イスラームの
詩人によって唱えられた「無」に向かう思想が、修了作品の根本的アイディアのひとつとなっているこ
と、さらに日本的な無の思想や、自然を重んじる美意識までもが組み込まれていることが明らかとされ
る。 
 本論文の意義については、以下の２点が挙げられる。第一に、作品のみによって作者の文化・思想背
景を解釈することは困難で、ましてや異文化圏の文化・思想背景の解釈はそれ以上に難しいが、本論文
ではその関係が十分に説明され、作品と良好な補完関係を築いている点にある。 
 第二に、異なるベクトルにある文化や思想の融合について論じられている点にある。すなわち、現実
の空間に確かに存在する形態と無という思想哲学は、相対するベクトルにあり、また無のなかでも自然
志向が強い日本の無と、神に向かうイランの無では、やはりその方向性が異なっているといえよう。し
かし本論文においては、作者が「形態」という、いわばひとつの器のなかに、相対する方向の文化と思
想を注ぎ込み、日本に来ることによって、独自の様式を築き上げてきた道程が記されており、何にも代
えがたい価値をもっている。イスラーム社会や文化に関心が高まっている今日、対立や他者としてでは
なく、日本を代表する芸術のひとつ、陶芸をもって理想的な融合を語りえる可能性を提起したという点
において、本論文の大きな意義があろう。 
 日本語の記述能力にやや不足の点があり、今少し詳細な記述や、文章としての魅力的な表現が欲され
るものの、陶芸のもつ根本的な力、あるいは異文化の理想的な融合という現代社会の問題にまでせまり
うる可能性を提示した点で、本論文は博士学位を授与するに十分な資格をもつものと判断する。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 サブーリ・ティムール氏の博士修了作品には、その題目にみられる「無」の概念を形象化する為、論
文に著された多くの秘密が隠されている。 
 イランの伝統技法を踏まえ、日本の陶磁技法を吸収した作者は、日本の伝統釉に見られる独特の自然
観に着目し、修了制作に向けて、銅を着色材に用いたマット系緑釉を数多くのテストを重ね、逸早く完
成させた。その釉薬は、施釉の濃度によって著しい色彩の変化を見せ、一般的には扱い易い釉薬とは言
えないが、作者の狙いである、複雑で深みのある表情を表現するには適したものである。 
 形態の基本となる、円と直線の組み合わせによる構成は、「静」と「動」を表すと共に、イランの幾何
学的な規則をもった伝統的デザインにある円の構成を応用し、イランの文字表現である書道（ナスタア
ーリク書体）が記号化されて隠されている。 
 作品タイトル“nothing”をペルシャ語で“Hich”いう。イランの哲学者の著書に著された、“HAFT SHAHRE 
ESHGH”（愛の７つの段階）の最終段階が“Hich”であるという論理に基づいて形態化され、展示作品の
中で唯一床置きされた作品には、ペルシャ語の示す〝Ｈ〟の形を元に形象化し、七つの稜線をもつ形態
として作者の論理を具現化している。 
 成形方法は論文中に論じられている様に、マケットにより決定した形態を焼成プロセスによる変形を
考慮して、手捻り技法により適確に手際よく成形している。形態のディティールに用いられた自然の無
機質な岩石の表現には、作者の試行錯誤と粘土の性質を良く理解した技術の高さを窺う事が出来る。一
つ一つの作品に、複雑に絡む多くの要素を内包しながら完成度の高い作品に仕上げており、博士学位に
相応しい評価を得た。 
 又、公開審査展（大学美術館）に展示された作品による空間配置は、テーマである「no thing」を表
現するための、個々の造形の記号性による揺るぎない位置関係にあり、作品内に立つ鑑賞者にある種の
緊張感をあたえ、作者の一貫した論理を端的に表現した優れたインスタレーション作品として高く評価
したい。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 サブーリ・ティムール氏はイランから東京藝術大学研究生、大学院課程６年間陶芸研究室にて陶芸制
作研究を続けてきた。博士最終作品は題目にみられるように「無」という概念によって制作されている。
サブーリ氏の陶芸制作論はイラン文化に則り制作されたことが論文によって理解される。－イランの陶
芸は[美術]ではなく、あくまでも信仰から生まれたものであり…私の作品には、とりわけ動物形におい
てイラン陶芸の影響関係が強く、今もまたその紐帯を強く維持している－「無」に関しては、－人には
生きていく上で一つの道しかないので、それを自分自身で模索しなければならない。その道の最後の過
程では欲をすべて消し去って｢無｣になる。宗教では｢無｣を｢神｣、｢仏｣と呼ぶ。例えば、イスラム教では
唯一神である。－と記述している。作品の制作理念に哲学、宗教が背景に色濃く反映された表現形態で
あると言える。形態は14世紀に考案されたナスタアーリク書体の影響がある。ナスタアーリク書体は厳
密に文字の点や線の割合と比率が決められており、円はうずくまる形態（静）、直線は（動）を意味し、
形態はその円と直線を基に制作された。作品の稜線はイラン哲学者の著書に基づいた（愛の七つの階段）
を登っていくと言う感性を形態に表し、数学的比率によって制作された。日本文化の侘び、寂びの日本
の自然観に影響された形態、特に登り窯の自然釉の灰かぶりはサブーリ氏のイランの文化思想と共鳴し、
釉薬の表情を「岩釉」と名付けた銅系統の釉薬を作り出た。自然にできるだけ近い「無」を表現する媒
介となっている。論文においては上述した概念を記述し、サブーリ氏の独特の陶芸論を展開している。
後半の形態と素材編は特別取り上げる箇所ではないが、随所にサブーリ論が記述されている。例えば、
粘土：人体の骨のような重要な構造体。釉薬：人間の衣服、皮膚のような主要な原料。技法：ひとつの
陶器を作る際に使われる方法やプロセス。焼成：原料の状態が、別の状態に変化すること。など公理的
な定義を再確認させられるような考えが随所に見られる。サブーリ氏が日本で陶芸制作を体験し、失敗、
成功を繰り返して来た中からの得た新鮮な生の技法論で、独自の論文であると評価できる。 
 以上の非常に強い個性の考え方で作品、論文が発表されている。その考え方に則った制作、焼成、釉
薬や展示方法も一貫しており、すべてに貫かれた理念に基づいて表現されている。表現された作品は未
来の制作に期待を抱かせ、論文も一貫性が見られ優れた内容である。主査、副査ともに博士学位作品お
よび論文としてふさわしいと判断する。 
 
 
